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名取川河口部における津波目撃証言について （その１）

Ａ氏へ聞き取り［名取市閖上4丁目在住］

日時：平成２３年 ５月２４日 10:40～10:50
手段：電話連絡

［津波発生時のＡ氏の行動概要］
①閖上水門にて写真撮影
（河川を津波が遡上していた模様）

②被災住宅を避けて避難開始

③閖上大橋にて写真撮影
（この時は、河川の津波遡上が早かった）
（橋梁周辺で海側を見た時、土煙が見えた）
※津波が住宅を押し流して迫っていた模様 ※本内容は、本人との電話連絡のみの情報から推測している情報であるため微修正する可能性があります

２

３１ 閖上水門から河口を望む 閖上大橋から名取川を望む

③一部の拡大アングル写真

堤防の越水が
確認できる

名取川管内図

河口周辺拡大

１

３

土煙

土煙

［Ａ氏の証言からの推測］
津波の遡上時間は、河道内が先行しており、河道からの
越水と堤内地の津波浸水が別々に起こっていた模様。



名取川河口部における津波目撃証言について （その２）

Ｂ氏へ聞き取り［仙台南警察署 交通係 所属］

日時：平成２３年 ５月２５日 8:40～8:50
手段：電話連絡

［津波発生時のＢ氏の目撃証言］
・津波遡上の順番としては、下記の順番だった。
①河道内の津波遡上
②閖上地区への津波被害発生※
③藤塚地区の津波遡上（黒い水が瓦礫と共に遡上）

※閖上地区に関して、直接、見えたものは砂煙であり
具体な波の挙動を観察したわけではないが、川から
溢れた水が閖上地区の集落へ被害をおよぼしてる
ようには見えなかった。
なお、物音としては閖上地区から「バキバキ」という
家屋が破壊されている音や爆発音が聞こえた。 ※本内容は、本人との電話連絡のみの情報から推測している情報であるため微修正する可能性があります

Ｂ
名取川管内図

河口周辺拡大

映

砂煙

砂煙

［Ｂ氏の証言からの推測］
津波の遡上時間は河道内が先行したのは事実だが、閖上地区
被害の主要因は河道からの越水に見て取れない模様。

テレビ報道されていた映像

Ｂ氏

映

爆発音バキバキ



名取川河口部における津波目撃証言について （その３）

Ｃ氏へ聞き取り［名取市消防本部消防署指導係長］

日時：平成２３年 ６月 ８日 11:00～12:30
手段：打合せ

［津波発生時のＣ氏の目撃証言］
・地元の噂では、閖上地区街中では、川から津波が
乗り越えて被害をおよぼしたとの情報有り。
・一方、海から直接遡上した津波により、家屋被害を
受けた所も聞いている。
・第１波と第２波のどちらが大きいかはわからないが
第１波と第２波の間に、川底が見えるくらい、水が
引いてしまっていた。
・閖上大橋右岸側で津波の遡上を目撃したが、黒い
壁が自分に向かって来るような状況で、生きた心地
がしなかった。（特に第２波）
・その際に撮影した写真を提供する。（右側参照）

※本内容は、本人との電話連絡のみの情報から推測している情報であるため微修正する可能性があります

名取川管内図

河口周辺拡大

［Ｃ氏の撮影写真からの推測］
第１波・第２波が過ぎて落ち着いてから写真を撮影した、とのことから推測
すると閖上大橋周辺においでは川からの越流ではない。
しかしながら、”Ｂの写真“や噂などの話しを総合すると河口周辺において
川からの越流が考えられる。

河口周辺では河川から
津波の越水に見える

閖上大橋から見た
津波の遡上状況

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ



Ｄ氏へ聞き取り［岩沼市新浜地区自治会］

日時：平成２３年 ６月１４日 16:30～16:40
手段：立ち話し程度

［津波発生時のＤ氏の目撃証言］
・亘理大橋左岸部に立つことにより津波から逃れることができた。
・亘理大橋右岸部は、津波が海→川→堤防と乗り越えている状況が見えた。
・堤防を越流した区間を思い出すと亘理大橋では、右岸側１／４程度が越流
したように見えた。
・左岸部は、亘理大橋から200～300m下流までが越流していたように見えた。
・亘理大橋左岸側で津波の遡上を目撃したが、生きた心地がしなかった。
・その際に撮影した写真を提供する。（右上・左下参照）

阿武隈川河口部における津波目撃証言について （その１）

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

亘理大橋から200～300m
下流まで越流していた様子

河道内を津波が
遡上する状況

阿武隈川下流管内図

河口周辺拡大
推定越流区間

推定越流区間



対象河川 調査対象者

石巻市河北総合支所職員

石巻市議会議員

第2回 5月30日 月 鳴瀬川 鳴瀬川河口部　中下陸閘管理者

第3回 6月1日 水 鳴瀬川 潜水業者

第4回 6月2日 木 鳴瀬川 東松島市浜市地区　行政区長

第5回 6月6日 月 北上川 石巻市北上総合支所職員

第6回 6月6日 月 北上川 建設業者

第7回 6月7日 火 旧北上川 ＮＴＴ東日本職員

第8回 6月21日 火 旧北上川 石巻市不動町地区　行政区長ほか

第9回 6月21日 火 北上川 石巻市横川地区　行政区長

ヒアリング調査日

第1回 5月27日 金 北上川
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津波をかぶった
地点

津波を見て
折り返した地点

横川地区 行政区長自宅

石巻市役所北上総合支所 ±

0 1 2
km

凡例

ヒアリングにより判明した津波の流向（押し波）

推定津波到達範囲

＜建設業者社員＞
・右岸側で現場作業中に地震が発生。
・重機を高台へ避難させた後に自分も左岸側へ
渡り、堤防上を上流に向かって車で避難した。
・津波がかかる瞬間は広い堤防上で車に乗った
まま津波を待ち受けた。（左岸側5.2km付近）

＜河北総合支所職員＞
・防備保安林の上から津波のしぶきが見えたため
折り返し、釜谷地区にて車の誘導を行っていた。

・津波は北上川の堤防を越流したあと、下流
側から皿貝川沿いを遡上してきている。
・橋浦付近より上流側では、皿貝川の堤防に
より、北側への浸水がある程度抑えられた。
・中島地区付近まで瓦礫が上がっている。

・津波到達の直前、北上川全体の水が川底が
見えるほどかなりの勢いで引いていった。
・津波は北上川を遡上するものから遅れて、
陸域を遡上してきた。

＜横川地区行政区長＞
・地震発生時は従業員とともに工場に居た。
・堤防付近に上がってかわるがわる津波の
状況を確認していた。
・直前の塩出では津波が上がっている。

＜北上総合支所職員＞
・第1波で津波が堤防を越えて、そのさらに
上を第2波、第3波が越えてきた。
・堤防を越えてきた津波が東西の両方向から
回り込むようにして襲ってきた。

・新北上大橋右岸側の交差点では逃げる人や大橋に
津波を見に来た人などで大渋滞が発生していた。
・第1波目で新北上大橋は2径間分落橋していた。

・尾崎の住民は背後の山へ登ったため、
4～5名程度の被害で済んでいる。
・長面浦では湾の内側へ逃げてしまい、
流されてしまった方もいた。

・市道北上志津川線沿いに大盤平方面へ
逃げた人たちは助かっている。

建設業者社員避難経路

河北総合支所職員移動経路

図6.4-1　ヒアリングに基づく津波の流向（押し波）図および移動経路図（北上川）
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凡例

ヒアリングにより判明した津波の流向（押し波）

推定津波到達範囲

＜不動町 行政区長＞
・牧山で犬の散歩中に地震が発生。
・自転車で町内を回り、住民に避難を呼びかけた。
・家に戻ると道路から津波が来たため、家の2階に逃げた。

＜NTT職員（左岸側ランイマンセンター）＞
・会社から出かけた直後に車内で地震が発生
したため会社へ戻り、電源経路を切り替える
作業をしていた。

＜NTT職員（右岸側門脇会館）＞
・地震発生後、復旧作業中に津波が到達。
・当初は2階にいたが、怖くなって4階まで上がった。

・津波は大橋の上までは達していない。
・河川方向から溢れて回りこんできた波と
下流側から来た波が交差点付近でぶつかる
ような感じであった。
・ラインマンセンター前の交差点では、津
波到達時にまだ車が数台並んでいた。

・津波は中洲にかかる橋の袂で別れ、道路方向から
不動町側へ遡上してきた。

・地震前から台風や大潮と高潮が重なったりすると
浸水する区域がある。
・今は大潮になると浸水してしまう。

・右岸側河川敷もすっかり冠水する
ようになった。

・牧山トンネルは浸水しなかった。
・トンネルの中に逃げた人たちは助かっている。
・不動町の方々は、牧山トンネルの上の神社や
広場に避難していた。

・津波は南東方向から漁港に向かっていた。

・津波が直撃した地域（大瓜地区付近）は被害が
ひどかったが、その北側の新しい住宅地は被害が
少ない。

図6.4-2　ヒアリングに基づく津波の流向（押し波）図および移動経路図（旧北上川）



表6.4-3　ヒアリング調査結果総括表（鳴瀬川）

【第2回】中下陸閘管理者
2011年5月30日

【第3回】潜水業者
2011年6月1日

【第4回】浜市地区 行政区長
2011年6月2日

地震発生当日
について

・地震発生時は自宅にいた。
・地震発生直後に、河口部の水門（中下陸閘）を閉じる作業に向かった。
・作業終了後自宅に戻り、車で避難所となっているコミュニティセンター（野蒜築港
資料室1階）へと向かった。その後津波が押し寄せた。
・津波は西側の道路沿いを主流路として、陸地側から遡上してきた。避難所にいた5
～6名ほどが流されてしまった。
・その後、波が少し引いたため、第3波、第4波が来る前のわずかな時間で中下公民
館へと避難した。

・地震発生後は自分の家や船などを確認している間に20～30分がたってしまった。
・第一波である波が堤防を越えて鳴瀬川方向から襲ってきたため、走って家の中に
逃げ込んだ。
・その後、家が津波によって流されてしまった。河川沿いを上流に向かって流されて
いき、家が橋脚にぶつかって大破し、床板だけが残った。
・45号線の橋脚をくぐるとき、水面と橋脚との間が1mほどしかなく死ぬ思いをした。
・流された距離は7kmほどで、時間にして20～25分程度であった。
・河口から5.6km付近で津波の勢いも大分緩くなったため、河川の中土手に這い上
がった。

・奥さんを石巻の病院に連れて行くため、14時すぎに自宅を出た。病院に到着した4
～5分後に地震が発生した。
・普通の揺れではなかったため避難誘導をしなければと思い、浜市地区へと向かっ
た。
・何とか浜市へ近づこうとしたものの、たどり着けずに高台にある娘の家に１晩泊ま
り、翌日避難所である浜市小学校に行った。

地区で被災した方々
について

・息子は河口部で津波を見ていたが、津波により船が打ち上げられたのを見て、河
川堤防沿いを車で逃げた。
・普段は必ず避難してくる老夫婦が家の中で亡くなった。地震で怪我をしたなど、逃
げられなかった理由があったのではないか。
・流されてきた家屋の2階におばあさんがいたため、家に登って救助した。1階にい
た旦那さんは亡くなった。
・Ａ氏は、流される自宅の中や自分自身が流されながらも津波の写真を撮ってい
た。
・床屋で消防団をやっている方で、津波が襲ってくる映像を残している人もいた。

・地区の人は普段通り、コミュニティセンター（野蒜築港資料室1階）へ避難した。寺
へ逃げた人たちもいた。
・地震発生直後は、異常な横揺れにより津波が来ると思い逃げた人もいたが、多く
の人は散らかった家の中の片づけをしていた。
・野蒜に津波が到達したのは地震発生の60分後であり、避難する時間は十分に
あった。
・津波の直前に話をしていた方は亡くなった。

・浜市地区の犠牲者 48名、行方不明者 3名
・浜市小学校は地震発生後、生徒を帰さず児童は全員無事であった。
・地震当日、300名程度の方が浜市小学校に避難していた。翌日に東松島高
校に全員移動した。
・植物状態であった家族をあきらめ、それ以外の人は避難して助かっている
家もある。
・おじいさんが退院したばかりの家族が、4名犠牲になっている。
・老夫婦2人で亡くなった方もいる。
・漁業で生活をしている人ほど、津波は怖いという意識を教えこまれてい
る。港あたりの犠牲者は1～2人ほどしかいなかった。

地震後～現在までの
状況

・後日、コミュニティセンターを見たが、被害が大きくなっているように見えた。避難
後の波でさらに損傷したのではないか。
・自宅の箪笥、冷蔵庫が近くの河川沿いで見つかった。また、洋服箪笥は上流の吉
田川で見つかった。
・船が河口から12.6km上流の品井沼排水機場付近で発見された。

・先祖代々から暮らしてきた場所を離れたことでアイデンティティを失い、それだけで
ストレスを感じている。
・近くの住民と道端で会って抱き合ったりと、普段はない経験をした。
・流されている瞬間を写真に撮っていた方がおり、後日写真を届けていただいた。
・避難後も60～80代の方々がとても元気であった。

・1軒だけ土手近くの少し高台になった場所に残っている家がある。
・浜市小学校は2階まで津波が達しており、車は全滅していた。
・漁船等も散乱しており、既存の道路は歩くことも出来ないような状態であった。
・１軒修復して、既に住んでいる方がいる。建築基準法による暫定の規制区域は浜
市地区は対象には入っていない。
・現在、浜市地区の住民は小野市民センターに100名程度、美里町の下二郷コミュ
ニティセンターに50名程度、その他仮設住宅や親類のところで暮らしている。

津波の挙動について ・津波到達の直前は潮が引いていた。
・津波は壁のような形をしたまま河川を遡上し、かなり速いと感じた。
・河川沿いよりも浜を越えて来る津波の方が大きく、それによって多くの被害を受け
た。
・対岸のテトラポットが流されてくるのが見えた。
・左岸側では、津波は南東方向の牛網の方から斜めに陸地を遡上してきた。
・息子の証言では、河川を遡上する津波は中心が盛り上がっており、堤防から越え
ないのが不思議なほどであったと言っていた。

・河口部付近は波が速く、時速40kmほどであった。
・波だけでなく瓦礫が混じっており、その衝撃力がすさまじかった。
・初めに河口部からの波が来て、時間差で浜側から押し寄せた。
・左岸側では、南東方向から斜めに津波が入ってきている。
・東名地区では浜からの波が松島方向へ抜けている。

・実際には見ていないが、堤防の被災状況などを見ると、同一でない方向から襲っ
てきた形跡がある。

施設の被災状況 ・河口部の護岸が津波によってめくられた。
・津波は河川内を勢いよく遡上したが、堤防があることで提内はある程度被害を抑
えられた。
・堤防によって被害が軽減し、道路を避難路として使用することができた。
・旧鉄道敷の盛土によって津波がかなり抑えられた。

・防潮林でも小さな河川堤防でも、津波が来るまでの時間を遅らせており、役には
立っている。
・施設が壊れているのは抵抗した証。土木構造物があっても無くても同じということ
はまったくない。

・左岸側の堤防をもっと嵩上げしていれば、津波をある程度抑えられたのではない
か。
・漁港も沈下しており、河口部付近の砂地盤も津波によって洗われてしまっている。
・防風林である松林の弱っていたものが、流されて瓦礫と一緒になってしまった。
・液状化は水田地域で顕著に現れていた。

施設に関する要望等 ・左岸側河口部の陸地が津波によりかなりえぐられてたため、右岸側が波の影響を
かなり受けるようになった。今後どうしていくかが問題である。
・今回の津波は想定外のものであり、施設による抑制の効果はあったが、ある程度
の被害はあきらめるしかないのではないか。

・河川に関しては、平常時には美観を求められるのではないか。
・スーパー堤防は道路を走っていて海岸が見えないという意見や、絶対必要だとい
う意見など、住民の中でも同一でない意見が多々ある。

・右岸側と比べ左岸側の堤防は低いため、改修工事をして頑丈なものを作っていた
だきたい。
・傾いた民家等は危険であるため、早めに取り壊してもらいたい。
・浜市から矢本にかけての防潮堤を整備してもらうことが重要である。

今後の復興へ向けて ・新町地区北側の農地を埋立によって嵩上げし、そこへ移転することを希望してい
る。
・山を切って移転するという案も出ているが、時間がかかるため、１日も早く復興す
るためには北側の地区に住むことが現実的であると考えている。

・ハード対策だけで災害を防ぐことは無理であるということが分かった。ハードとソフ
トの比率やハード対策をする際の、許容値を話し合っていかなければならない。
・住民説明会を行い、キャッチボールが出来る環境が必要。コンセプトだけははっき
りさせてほしい。

・地区の住民を対象に説明会を行ったところ135世帯中92世帯が出席し、高台に移
転したいという意見が圧倒的であった。
・漁業者の中にも仕事場と生活の場を分離しても良いという意見が出ている。
・浜市と小野地区の区長会が中心となり、共同で市役所に要望書を提出している。
・今回の災害は、従来の激甚災害による補助では対応しきれないと考えている。新
しい法制度のもとで国の助けを借りて復旧していただきたい。
・浜市地区周辺には高台がないため、市である程度候補地を選定してから話しを進
めていく。

防災訓練等について ・地震等に対する避難訓練は毎年行っており、防災に対する意識は強い地域であ
る。
・避難所等も明確になっており、発電機や防災用品はコミュニティセンターには備え
られていたが、今回の津波では流されてしまった。

・野蒜地区では、地震＝津波という意識はほとんどなかった。
・経験や言い伝えから、避難場所近くの高台は安全であると思っていた。
・地震の後には津波が来るから避難するという意識を持った人が地域にいれば大
分違う。
・防災を考えている人と地域の住民に意識の差異があるのではないか。大きな災害
はあまり起きないため、オオカミ少年のようになっている感がある。
・どこの地域でも、自然災害に対して将来何が起こりうるかを整理することが大切。

・地区の防災訓練は毎年行っていた。避難誘導訓練も行っている。

防災無線について ・防災無線で津波警報が出ていることを知った。 ・防災無線から流れる声のトーンの調子が変わらず、危機感が伝わってこない。
・言葉ひとつ変えるだけでも危機感が生まれるのではないか。

・危険が迫るようなしゃべり方のほうが良いと思う。

３．情報伝達体制等の状況に関する把握

１．地震時の被災状況等に関する把握

２．河川施設等の被災状況等に関する把握
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移転候補地

・同一でない方向から津波が襲った形跡がある。

・左岸側では、津波は南東方向の牛網の
方から斜めに陸地を遡上してきた。
・左岸側河口部の陸地が津波によりえぐ
られてしまったため、右岸側が波の影響
を受けるようにた。

・東名地区では浜からの津波が
松島方向へ抜けている。

＜中下陸閘管理者＞
・地震発生時は自宅にいた。
・中下陸閘を閉じる作業中に潮が引き始めた。
・作業終了後自宅に戻り、車で避難所である
コミュニティセンターへ向かった。避難所で
津波と遭遇した。
・その後、波が少し引いたため、第3波、第4
波が来る前の時間で堤防沿いを中下公民館へ
と避難した。

・コミュニティセンターには80名程度の
住民が避難していた。
・津波に1階部分がのみこまれるのに対応
できずに、5～6名ほどが流された。

＜潜水業者社員＞
・地震発生後は自分の家や船などを確認
している間に20～30分がたった。
・第一波が堤防を越えて鳴瀬川方向から
襲ってきたため、家の中に逃げ込んだ。
・その後、家が津波によって流された。

＜浜市地区 行政区長＞
・石巻の病院近くで地震発生。
・浜市地区へと向ったが、途中で通行止め
になっていたため、娘の家に１晩泊まり、
翌日避難所である浜市小学校に行った。

・浜市小学校では地震発生後、生徒を帰さなかったため、
児童は全員無事であった。
・地震当日は300名程度の方が小学校に避難しており、
翌日に東松島高校に全員移動した。

・津波は河川を壁のような形をしたまま
遡上していった。
・河口部付近はかなり速かった。
・初めに河口部からの波が来て、時間差
で浜側から押し寄せた。
・河川沿いよりも浜を越えて来る津波の
方が大きく、それによって多くの被害を
受けた。

＜潜水業者社員＞
・河川沿いを上流に向かって流されていき、家
が仙石線の橋脚にぶつかって大破し、床板だけ
が残った。
・国道45号線の橋脚をくぐるとき、水面と橋脚
との間が1mほどしかなく死ぬ思いをした。
・河口から5.6km付近で津波の勢いも大分緩く
なったため、河川の中土手に這い上がった。

中下陸閘管理者避難経路

潜水業者社員移動経路

図6.4-3　ヒアリングに基づく津波の流向（押し波）図および移動経路図（鳴瀬川）




